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In search of Permaculture
＜内容＞
（本文は英語です）

●英国の都市と町での
取り組みを見る

ブリストルとロンドンで、市民農
園活動や生活スタイルの変革
に取り組む人々を訪ねた。

●農場から野生地まで

ゾーン3と4の例は、ドーセットと
ブレコン・ビーコンズ（ウェール
ズ）から、自然と土地の恵みに
頼って心満たされた生活を送る
協同組合と女性の暮らしを紹介する。

●世界各地に見るパーマカルチャー事情
パーマカルチャーと呼ばれていなくても、その考え方に
近い暮らし方や農法は、世界各地で昔から行われてい
る。北米、ネパール、キューバ、インド、パレスチナ、ジ
ンバブエなどの国から、その実践と現状を紹介する。　
　　　　

●アクション
パーマカルチャーに関する書籍や活動団体の紹介。

⇒ウェブサイトに翻訳を掲載中

NIジャパン　No.90  2007年7月号

パーマカルチャーを探し求めて

＜内容＞

(本文は日本語です)

1　イントロダクション 
― 新しくて古いパーマカルチャー

2　初めて知ったパーマカルチャー

パーマカルチャーとは一体何なのか？
　今月の編集長デビッド・ランソムが、
英国での入門コースを実際に受講して、
新体験にとまどいを覚えながらも基本
的な考え方とその様子を紹介する。

7　パーマカルチャーの3つの倫理観

パーマカルチャーはなぜ始まったの
か？人々はなぜそれを実践しているの
か？その理由は、パーマカルチャーの精神である、地球への
配慮、人への配慮、公正な分配という3つの倫理観に集約され
ている。

10　私のパーマカルチャー：オフィスと住まいとその周り

入門コースを実際に受講したデビッド・ランソムが、職場と自宅
でその実践について考える。

18　タスマニア発の考え方

パーマカルチャーの理論を体系的にまとめた2人の創始者、ビ
ル・モリソンとデビット・ホルムグレン。彼らがたどった軌跡と、
パーマカルチャーの発展について紹介する。

24　やってみよう！パーマカルチャー10のアイデア

本に書いてある理論すべての実践が、パーマカルチャーの必
要条件というわけではない。身の回りで比較的簡単にできる、
パーマカルチャーの精神に沿ったアイデアを見てみよう。

30　コンタクトポインツ

今月のトピックをもっと深く知りたい、何か行動したいという人
のための日本の情報源。

32　世界の国のプロフィール　――　ブルンジ

36　世界のニュース

●プロダクトRED：何のためのキャンペーン？
●ビッグバッドワールド（風刺漫画）

***NIジャパンはNIからの翻訳記事を中心に構成されています***

NI（英語、A4・カラー、約40ページ）と日本編集のNIジャパン
(日本語、A5・モノクロ、40ページ)をセットでお届けします。

【定期購読（1･2月号は合併号のため年11回発行）】
NI & NIジャパン 1年（11冊）＝¥10,500 2年（22冊）＝¥19,000
NIジャパンのみ 1年（11冊）＝ ¥5,000 2年（22冊）＝ ¥9,000
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会、無料メールマガジン申し込み等がご利用頂けます。

　地球温暖化から海洋汚染まで、環境に対する人々の意識は

これまでにないほど高まり、かつてはビジネスにならないとい

われていた環境も注目を集め、ビジネスとして成り立つように

なった。また、ロハスやスローなど、目新しいと思える生活スタ

イルも流行となっている。しかし、環境ビジネスが増えたからと

いって環境問題が根本的に解決するわけではない。さらには、

環境や食糧供給への脅威となり始めているバイオ燃料のよう

に、新たな問題も発生している。この種の問題の原因には、こ

れらの流行やビジネスが、本当の意味での倫理観に欠け、視

野の狭い見方にとらわれていることが挙げられる。

　今月のNIでは、そんな今風の熱狂と狭いものの見方をよそ

に、パーマカルチャーという持続可能な未来のための前向き

な選択肢についてじっくりと考えてみる。パーマカルチャーと

は、熱心な環境保護主義者の庭いじりや非現実的な生活を

強いるものではない。それは、自然と一体となって平和を築き

あげる方法で、問題解決をテクノロジー任せにする考え方を

破棄し、「理にかなったデザイン」を通して新鮮な地球の恵み

を得ようとするものである。今月号の編集長であるデビッド・ラ

ンソムが、二酸化炭素をまき散らす飛行機の使用を避けて英

国でおとなしくしながら、醜く不公正で持続不可能な消費パ

ターンの再構成を目指す取り組みを行う人々の活動と思いを

英国各地から紹介する。

このほかの記事の詳細はウェブサイトをご覧ください


